
飼料化情報公開体制構築事業
未利用資源飼料化試験情報

1. 試験の概況

2.【原料】試験のために収集した未利用資源について

試験機関等名称

試験実施年度

試験のタイトル（目的）

試験概要

この試験の実用化の可能性

理由

資源

排出物名称

排出元

特　性

処理１
（飼料化のための一次処理）

処理２
（品質保持方法）

留意点

状　態

未利用資源１ 未利用資源 2 未利用資源 3 未利用資源４ 未利用資源５

内容物

乾物中・原物中
水分
粗蛋白質
粗脂肪
可溶無窒素物
ADFom
NDFom
粗繊維
粗灰分

品質保持期間

未利用資源名
対象畜種
試験の内容

効果の概要

成
分(

%)

平成 20 年度～平成 22 年度

低・未利用食品残さの高度利用技術の開発

米ソフトグレイン、バレイショ混合サイレージ、洗米排水

・飼料用籾米を乾燥せず、有機酸を添加してソフトグレインを調製し、肥育豚の飼料としての利用

を試みた（三重県）。・規格外バレイショを他の食品残さと組み合わせ、リキッド飼料として利用

する技術を開発した（長崎県）。・洗米排水の効率的な回収、保存法を開発し、リキッド飼料とし

て利用する技術を開発した（食協株式会社）。

籾米のソフトグレインの調製法を確立し、これを破砕して給与することで肥育豚飼料として利用可
能であることを示した。規格外バレイショと脱脂米糠、シロップ廃液を混合してサイレージを調製し、
低 CP リキッド飼料として給与しても生産性に影響しないことを示した。洗米排水の効率な濃縮回
収技術を開発した。濃厚洗米排水を 20% 添加しても生産性に影響せず、肉質が変化することを示
した。

ブタ 肥育後期

（独）農研機構　畜産草地研究所（茨城）

リキッドフィーディングシステムの普及が課題と考えられる。

籾米ソフトグレ
イン

その他
耕種農家

固形

乾物中

13.3％

4.8％

73.5%

13.6％

4.5％

74.9%

3.9％

4.5％
2.1％

4.9％

1 カ月以上

破砕

単一製品

ギ酸

破砕

その他
サイレージ化

その他
濃縮

ギ酸

　

　

　

　

　

　

　

乾物中

　

　

16.5％

15.5％

52.9%

0.9％

　

　

1 カ月以上

　

　

　

　

乾物中

　

1 カ月以上

　

規 格 外 バ レ イ
ショサイレージ

その他
農場残渣

固形

複数混入製品

洗米排水

食品製造業

液体

単一製品

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

実用化可能

畜種名 家畜ステージ



３.【飼料】試験に給与した飼料について

4. 試験結果詳細情報の公開について

５. 連絡先

特性 飼料 1 飼料 2 飼料 3 飼料 4 飼料 5
使用した未利用資源

飼料化処理加工方法

給与飼料に占める未利用資源
混入率 (%)

ベースとなる飼料
対象畜種

品質保持期間

給与効果（肉質・乳質、増
体、コストへの効果）

公開の有無

住所

電話番号

e-mail

掲載誌等に発表した場合

所在地（URL等）

家畜のステージ

資源１

ブタ

配合飼料あたり 配合飼料あたり

肥育後期

2 ～ 3 日

給与には粉砕が
必須。飼養成績
に差はなし。

低 CP 飼料とし
て 給 与 し て も、
飼養成績に差は
ない。尿中排泄
窒素量を低減で
きる。

（１）立川ら、（２）嶋澤ら
（１）濃厚洗米排水の保存性改善と飼料特性評価
（２）バレイショ混合サイレージ給与が肥育豚の発育および肉質に及ぼす影響

(１)日本養豚学会誌　48、169-176、(２)日本畜産学会報　78、355-362

（１）平成 23 年（２）平成 20 年

報告書
論文
その他　成果情報

　

　

　

資源 2

リキッド化

原物当たり

18％

原物当たり

20％

ブタ

肥育後期

資源 3

リキッド化

ブタ

肥育後期

官能検査で柔ら
か く、ジ ュ ー
シーと評価。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

乾物当たり

20％

配合飼料あたり

2 ～ 3 日        2 ～ 3 日    　          　          

著者名
題名
掲載誌（項）
発行所
発行年月

その他
ソフトグレイン化


